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ブラジル北東部サンフランシスコ川中流域における

濯概農業の発展と企業的農場

* ** 斎藤功@矢ケ崎典i盗@丸山浩明
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I はじめに

ブラジル北東部は，一般に海岸部の熱帯季節林地幕 CZonada Mata)，内陸部の乾燥地害であるセ

ルトン CSertao)および両者の漸移地若手であるアグレステ CAgreste)に毘分される CJames，1953; 

Andrade， 1968).海岸部への入植は古く，伝統的にサトウキピが栽培されてきた. この地域へ家畜を

供給したのが，カーチンガ CCaatinga)と呼ばれる有刺低木林に覆われ，粗放的な牧場として利用

されてきたセルトンである. ここは繰り返される皐魅の被害を受け，貧困と人口流出地域として知ら

れてきた CSUDENE，1981; Saito and Yagasaki， 1987; Saito and Maruyama， 1988). 

ブラジル政府は1870年代末の大早魅特に，北東部の皐魅を毘家的な問題として公式に認定し， さら

に1936年には「早魅多角形地帯， Poligono das SecasJを法律で定めるようになった. この地域は

1951年の法改正により拡大され， 94万凶に及ぶ広大な面積になったが， これはミナスジェライス州に

くいこんだ部分を除いても，北東部9州の面積の半分を占めているCRobock，1963). 

ここでは皐魅対策と農業開発を目指した様々な試みがなされてきた.すなわち， 1908年に設立され

た皐魅対策事業調査所IOCSCInspectoria de Obras Contra as Secas)は， 1918年に連邦皐魅対策

事業調査所IFOCSCInspectoria Federal de Obras Contra as Secas)に，そして1945年に連邦早

魅対策事業開発局DNOCSCDepartamento Nacional de Obras Contra as Secas)に改組され

た. これらの政府機関は，人間と家畜の飲み水および濯概農業の促進のため， ブラジル北東部に多数

のアスーデ CAcude)と呼ばれる貯水池を造成してきた CDNOCS，1982).濯j飯事業は農村人口の
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定着，農業地域の開発および農業生産性の向上を実現させる有力な手段であった CHall，1978).筆者ら

は先にこのようなアスーデの造成状況を概観し DNOCSの造成したボケロン夕、ムの周辺やテシェイラ台

地の濯淑農業の実態について報告した(斎藤@矢ケ 1I時， 1989;矢ケ 1I時@斎藤・マーラー， 1989). 

ミナスジェライス州に源を発し大西洋に注ぐブラジル北東部最大の河川であるサンフランシスコ

)11は，その水量の豊富さからセルトンのliJでも特異な存在であり，早くから濯淑農業の候補地として

注目されてきた.なかでも，サンフランシスコ)11中流のペトロリーナ CPetrolina)・ジュアゼイロ

CJ uazeir刀)地域は， 1980年代に入って急速かっ大規模に濯概農業が発展した地域である. ここには

ブラジル南東部などから資本が流入し，セルトンの伝統的天水農業やアスーデによる濯瓶農業とは対

照的に，新しい農業技術が導入され，企業的農場が成立・発展した.また，中・小農の入植を基盤に

多くの農産加工業が立地した.農産物や農産加工品は，国内市場ばかりではなく海外市場にも出荷さ

れる.近年，本地域はヨーロ yパへの果物供給地域としての重要性が高まっている. このようにペト

ロリーナ・ジュアゼイロ地域は，セラード開発地域とならんで，今日ブラジルで、最も注目される新し

し1農業フロンティアであるといえよう.

半乾燥地域であるセルトンは，濯概農業の進展に伴い正に「新しいカリフォルニアJへと変貌して

いる.本稿の呂的は，変化しつつあるサンフランシスコ)11中流域の瀧就農業の展開と企業的農場の成

長との関係を解明することにある.筆者らは1984年 8月と1988年10月に短期間予備調査を行い， 1989 

年12月から1990年 1月にかけて本調査を実施しさらに1990年8月に補足調査を行った.調査地域は

10万分の 1の地形図のペトロ 1)ーナ CPetrolina)およびイタモチンガ、 Otamotinga)の図幅に含

まれる，東西110km，南北70km，面積770kmの範囲である(第 1図参照). この面積は， ほぼ関東地方

の主部に相当する.なお，ペトロリーナ・ジュアゼイロは，サンフランシスコ)11を挟んで対峠してい

る双子都市である.かつてここはセルトンからサンフランシスコ)11を遡ってサンパウロやりオデジャ

ネイロに出稼ぎに行く人々が乗ったガイオーラ船の重要な河港であった CPierson，1972).現在で

も北のフォルタレーザ、と南のサルバドールを結ぶBR407号線が走っていることにみられるように，

ベレン， レシーフムサンパウロ， 1)オデジャネイロなどの大都市を繋ぐ， ブラジノレにおける南北交

通の要衝となっている.

行政的には調査地域の大部分を占めるべトロリーナおよびジュアゼイロの南郡(ムニシピオ，

municipio)は，サンフランシスコ川を挟みそれぞれベルナンブコ州とパイア州に罵する.また，一

部ペルナンブコ州のサンタマリアダボアビスタ CSantaMaria da Boa Vista)およびバイア州のカ

ザノバ CCasaNova)のムニシピオが含まれる.

日 サンフランシスコ)11流域の開発計画と中流域

II-1 パウロアフォンソダムの建設

ブラジル北東部最大の河川サンフランシスコ)11は，当初電源開発の適地として注目された. 1945年に

は電源開発が地域開発の決め手であるという認識からサンフランシスコ)11水力発電開発公社CHESF
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CCompanhia Hidro Electrica do Sao Francisco)が設立された.また，サンフランシスコ川流域

開発委員会CVSFCComissao do Vale do Sao Francisco)が1948年に設立された.サンフランシ

スコ)11の急流に位置するノマウロアフォンソ CPauloAfonso)は水力発電の適地として早くから注目

されてきたが， ダムが完成しパウロアフォンソ i発電所が稼働したのは1954年末のことであった.

CVSFは，河川水をポンプアップして利用するノ〈ルゼア CVarzea，氾濫原)での濯就農業を補助

したが，点、的な開発であったことは否めない.一方， 1952年にはブラジル北東部銀行BNBCBanco 

do Nordeste do Brasil)が，様々な開発事業の財政的援助をする目的で設立され， 1959年には北東

部の開発を統括する機関として北東部開発庁SUDENECSuperintendencia do Desenvolvimento 

do Nordeste)が設立された. SUDENEは， FAOの援助を受けて「サンフランシスコ)11中流域濯政

基本計画， Plano Diretor para lrrigacao no Submedio Sao FranciscoJを策定した CFAO，

1966-67).一方， CVSFも1967年にサンフランシスコ)11流域開発審議会SUVALE CSuperintende-

ncia do Vale do Sao Francisco)に改組された. SUVALEはSUDENEの濯概基本計画に基づ

き， 1968年にペトロ 1)ーナ地区にベベドウロ濯概パイロ yト事業 CProjetoPiloto de lrrigacao de 

Bebedouro)を計画し，また1973年にジュアゼイロ地区にマンダカルーパイロ y ト事業 CProjeto

Piloto de Mandacaru)を計画し実施に移した.

II-2 ソブラディーニョダムの建設とCODEVASFの濯概フ。ロジェクト

1 )ソブラディーニョダムの建設

ペトロリーナ・ジュアゼイロ地域の発展を促進したのはソブラディーニョダムの建設である. 1972 

年にSUVALEとCHESFはソブラディーニョ発電所計画を開始し， 1978年にはペトロリーナ・ジュ

アゼイロの市街地から約30km上流部にソブラディーニョダムが完成した. この事業の目的は，電源開

発と伴に約200km下流にあるパウロアフォンソ発電所への流水量を安定供給することであった. この

タムの下にある低落差発電所には， 1基175，000kwのソ連製発電機が6基設置されており，総発電能

力は105万kwiこ達する. したがって， ダムの下の変電所からは送電線が四方に走っている(写真

1 ).また， ダムには船舶航行用の関門が設けられている.

このダムの造成によって生まれたソブラディーニョ湖 CBarragemde Sobradinho)の面積は，

ほぼ日本の瀬戸内海に相当する4，214kn1で，貯水量は340億n:Hこ及ぶ. この湖岸では湖水を直接揚水す

ることによって瀧概農業が行われるようになった.また， SUVALEはマッサンガーノ農業団地

(Projeto Massangano)へ，湖から直接25rrf/sを取水する大規模な公共濯瓶事業を実施した. さ

らに， このダムの最少放水量は2，060rrf/sと大きく， これが下流の流量を安定させ，パウロアフォン

ソ発電所への安定流量の確保ばかりでなく，後述のようなクラサ，マニソパ， ツーロン，サ 1)トルな

どの大規模瀧概事業を可能にさせたといえる.

このソブラディーニョダムの建設と濯就農業の発展に伴い，ペトロリーナ・ジュアゼイロ地域には

人口が集中するようになった. 1940年には両市を合わせても人口は 3万人にすぎなかった (Zarur，

1947). しかし，その後人口はペトロリーチで1970年の61， 923人から1989年の150，788人へ， ジュアゼ
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イロでは1970年の61， 626人から1989年の180，865人へと大きく増大した.その結果， この双子都市の

市街地と郊外は，アマソンの開拓前線開様， フロンティアのブームタウンの妓相を呈している

CGodfrey. 1990) . 

2) CODEVASFの中流域濯概プロジェクト

SUVALEは， 1974年 7月16日に法令6088号によりサンフランシスコJII流域開発公社CODEVASF

CCompanhia de Desenvolvimento do Vale do Sao Francisco)に改組された.農業省に所属す

るCODEVASFは， ブラジリアに本部をもっ公共事業体で， 5つの事業区 1)に分かれてサンフラン

シスコ)11流域の開発事業に当たっている.なかでも，第 3事業所が管轄するペトロリーナ・ジュアゼ

イロ地区の活動は活発であるといえよう.なお， CODEVASFの事業区はDNOCSの事業区と重複

しないよう調整されている.

SUVALEの事業を含め， CODEVASFの瀧概農業開発事業の概要を示したのが，第 l表である.

それによると， CODEVASFは， SUVALEによって始められたベベドウロ濯概パイロット事業およ

びマンダカルーパイロ y ト事業を引き継ぎ， 1981年にベベドウロ日 CBebedouroIJ)， 1982年にク

ラサ CCuraca)とマニソパ CManicoba)，そして1984年にセナドールニーロコエー 1)ョ CSenador

Nilo Coelho) とツーロン CTour言。)の事業を計画し，実施に移してきた.また，現在サリトル

CSalitle)とツーロン IJCTourao IJ)の濯獄事業に取り組んでいる CCODEVASF， 1982， 1989). 

CODEVASFの主要事業は濯概耕地の造成とその売り渡しである.そのためには濯概基本計画を

策定し多くはカーチンガ、となっている農地の買収， f産概水路の敷設および農用地の造成などの事業

に当る. しかも， SUVALEの事業がブラジル人の小農を対象とする瀧概耕地の分譲であったのに対

し， CODEVASFのそれは，農業に活力を与えるため日系人や外国資本を含む小農，中農，農企業

の3つを併用して濯概耕地を販売したことに特色がある(第 1表参照). 

第1表 サンフランシスコ}II中流域におけるCODEVASFの濯政事業

プロジェク 設立総面積濯続可主要ポン コロノ入植地 企業入植地
ト名 年次 能面積プ揚水量入植総面積平均 区画数 面積 主要企業等

(ha) (ha) (nf/s) 者数 (ha) 規模 (ha) 
① Bebedouro 1 1968 7， 797 2，418 3.7 104 1. 090 10. 5 6 1. 328 EMBRAP A 
② Mandacaru 1973 823 382 0.7 51 331 6.5 51 ENBRAPA 
③ Tourao 1976 10，713 10，454 11. 1 32 182 5.7 M17 2， 034 

L 2 8， 238 Agrovale， Frutivale 
④ Bebedouro n 1981 2， 064 667 2， 064 EMBRAP A 
⑤ Mainccba 1982 12， 236 4，317 5. 4 232 1， 890 8. 1 S/M50 1. 321 

L 1 500 Manicoba Agricola 
⑥ Curaca 1982 15，059 4， 436 5.7 267 1， 964 7.3 16 2，280 CAC， Frutinor 
⑦ Senador 1984 56， 286 20， 018 23. 2 1， 432 8. 592 6.0 S/M105 12'"'-'59/1ot 
Nilo Coelho L 8 60'"'-'320/1ot 
合計 104，978 42，692 2， 118 14，049 
S:小規模 M:中規模 L:大規模 CAC:コチア産業組合
CODEV ASF (989) : Jnformαcao gerαis dos perimetros irrigαdos dα3 a diretoriαregional dα 

CODEVASF 
CODEV ASF (1982) : Jnuentαrio dos pr句:etos de irrigαcαoによる.
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CODEVASFによる瀧概事業の分布と幹線水路を， SUVALEの事業を含めて示したのが第 11~1で

ある.それによると濯淑事業は概ね標高400m以下に展開し ソブラディーニョ湖から導水しているの

は，最大の面積を有するセナドールニーロコエー 1)ョのみである. ここでは幹線水路が自然流下式を

とっているが，小川を陸橋で渡り，幹線道路を伏越で通過するなどの工事が施されている.セナドー

ルニーロコヱーリョは， SUVALEのマッサンガーノ計画を引き継いだものであり，本来小農を仁1]心

とした計画であった. したがって， CODEVASFによる濯淑パイロット事業はマニソバとクラサの農

業団地に代表されるように，大・中・小規模の農業者が混在しており，そこに後述するフル yチノー

ル (Frutinor)，マニソバ農業会社 (ManicobaAgγicola)のような模範的企業的農場が入植してい

る. これ以前にベベドウロ Eが実施されたが， ここはフラジル農牧業試験公社EMBRAPA(Empresa 

Brasileira de Pesquisa Agropecuaria)の種子農場となった. これに対し， CODEVASFの新しい

濯獄事業はより農企業的路線に沿っているように患われる. というのはツ一口ンのように計画地域の

8害1]が2つの農企業，すなわちフル yチバレ (Frutivale)とアグロパレ CAgrovale)によって占め

られているからである.

サンフランシスコ)11左岸の公共濯概事業では概して地形の傾斜に沿って幹線水路が走っているのに

対し右岸ではサンフランシスコ)11支流の小河川を遡るように走っている.つまり，いくつもの揚水

機場 CEstacaode bombeamento)を設けて，上流へ水を運ぶのである.一般に取水地点からは重

力方式で濯慨するようになっているが，水のコストは左岸よりも高くなると思われる.サリトノレ農業

団地はツーロンの南まで計画されているので，幹線水路の距離が延び、るため用水の単価がさらに高く

なると予想される. しかしサリトル)11は現在でも乾季の用水需要期に水不足となるので，瀧政面積

を増大するにはサンフランシスコ)11からの取水が不可欠なのである. このようなサンフランシスコ川

に依存する濯概プロジェクトが可能になったのは，パウロアフォンソの上流に1988年にイタパリカダ

ムができ， イタ，マリカ湖 CBarragemde Itaparica)が調整池の役割2)を果たすようになり， ソブ

ラディーニョ湖の放流水が濯概農業に使えるようになったのも一因であろう.

IJ-3 農業生産の変化

以上のような瀧概フ。ロジェクトの進展により，ペトロリーナ・ジュアゼイロ地域では農業生産が飛

躍的に増大した.第2表は， ジュアゼイロ郡における農作物の栽培面積の推移をブラジル地理統計院

IBGE Onstituto Brasileir‘o de Geografia e Estatistica)のジュアゼイロ支所の資料によりみた

ものである.それによると1980年からここ10年の間に大きな変化が生じたことがわかる.すなわち，

トマトは1983年の230haから1988年の4，675haへと増大し，メロンも 2倍近く増加した.また，同期

間にマンゴは6haから150haへ，ブドウは30haから209haへと増大した.さらに，マニオクなどの伝

統的な作物が停滞しているのに対し，海岸部の作物であるサトウキピは1980年の 1haから1989年の

7，088haへと急増した. このようにペトロ 1)ーナ・ジュアゼイロ地域では濯慨を要する果菜類や果樹

類の増加が著しい.

しかしこのIBGEの統計に表れた数値は，実際よりもかなり低いと考えられる.というのは，マ
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ンゴ一つを例にとっても， 1農場の栽培面積がこの統計数値より大きし1からである. しかも， タマネ

ギなどは，サンフランシスコ)11のバノレゼアで水位の変化を活用して栽培されるものから濯概農業によ

る栽培によるものまで多様で，収穫時期も嫌々である.そのため，統計数値に表れないものも多いと

いえよう.

第2表 ジュアゼイロ郡における作物l.lljl収穫面積の推移
単位 ha 

fr= 物 1970 1980 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 
米 2 4 つ つ つ 80 77 40 つ

サトウキビ 87 3， 390 4， 590 4， 950 4， 950 5， 883 6， 101 7， 088 
スイカ 480* つ 923 930 800 930 280 483 つ

タマネギ 2， 656t 868 300 553 600 895 631 1， 680 2， 700 
トマト 402t 570 230 847 3， 800 2， 231 3，550 4， 675 4， 500 
フェション 1， 357 2， 282 120 1， 200 870 77 719 1， 826 1， 820 
ブドウ 18 つ 30 30 150 250 231 209 つ

マンコ つ つ 6 5 6 20 240 150 つ

マニオク 3，267t 116 420 420 500 500 680 301 430 
メロン つ つ 341 500 800 892 700 770 つ

綿花(多年生) 129 116 700 805 810 810 800 1， 430 4， 040 
t トン *:千偲
IBGE (Ju忌zeiro) Prodlicao a80g) ricola mURiclpai;IBGE:Censo agropecuario Bahia 

0970， 19 による.

彊 サンフランシスコJ11中流域における濯殺農業の展開

ill-1 ベベドウロとマンダカルーの濯概農業

ペトロリーナから北東へ国道BR122号線を約35km走ると，右側にサンフランシスコ)11中流域で最

初の農業開発事業が行われたベベドウロがある. ここは， FAOの答申を受けてラトソル土壌の実験

農場が建設されたところである. SUVALEはベベドウ口事業により 1968年から 1850hatこ及.s~水路式

の濯概耕地を開拓し，皐魅に苦しむセノレトンの小作農を入植させようとした.

1968年の16家族から1971年には94家族に増大した.そこでは，伝統的作物であるトウモロコシ，マ

ニオク， フェジョン(ササゲ)に加え， トマト，ノてレイシム タマネギなどの商品作物が栽培されて

いた(平間， 1972; Hida， 1974). その後，そこに組織された農業協同組合CA}.1PIB(Cooperativa 

Agricola Mista do Projeto de Irrigacao de Bebedouro Ltda)の理事に就任した岸睦弥の努力

により，メロン栽培が成功し， コチア産業組合を通じてサンパウロなどに出荷の道が関かれて以来，

ここはブラジル北東部で最も有望な農業開拓地として評価されてきた.

1990年の組合員数は130名で， この中には日系人が3名含まれている.日系人の農業経営の中心はブ

ドウ栽培にある. しかしベベドウロ農業団地全体の中心作物は，メロン，スイカ，ブドウ， トマト，

フェジョン， タマネギであり，経営規模は8.5----12haである. EMBRAPAは， 70haの実験農場をこの

ベベドウロ I内に所有しており，メロン，スイカ， タマネギ，ニンニク，アスパラガスが試験的に栽培

され，計画団地の営農に適した作物を摸索し，小農入植者(コロノ)の経営向上に貢献している.
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一方，マンタカルー農業団地はサンフランシスコ )11右岸に位置し， ジュアゼイロからクラサへの道

路の途中の左側に位置する.ベベドウロ同様，マンタカルーの場合もEMBRAPAのFazenda

Mandacaruに始まったが，ベベドウロの成功に気を良くしたSUVALEが1973年にパイロ y ト事業

を開始した. 382haの濯淑可能地のうち， 51haはEMBRAPAの農業試験地であり，残りの51ロ yテ

が入植者(コロノ)にさIJり当てられた.その l戸当たりの平均面積は6.5haの予定であった.

1990年のマンダカルー農業団地には50戸のコロノが入植しており，その所有規模は 5~ 10ha (平

均 7ha)で，中心作物はメロン， トマト， タマネギであった(写真 2).入植地の北西部にマンタカ

ルー濯概農業協伺組合CAMPIM(Cooperativa Agricola Mista do Projeto de lrrigacao de 

Mandacaru)があり，入植者はこれに所属している. 1984年にツーロン農業団地の一角に設置され

たマンダカノレー第 2団地 (Mandacarun) に入植した33~1 もこの組合に所属しており， 1980年 1月

現在，組合員数は83名である. この組合はベベドウロとともに優秀組合として評価されてきたが，銀

行融資の利子がフラジルのインフレと並行して高くなるのに，農産物の価格の上昇がそれに迫いつか

ないということで組合幹部が嘆いていた.

第 2[~a は 1990年 1 月初旬のマンタカルーの土地利用を示したものである. この時期には既にタマ

ネギの作付けが始まっており， これからタマネギを播種すると思われる耕起中の間場もみられた.

フェジョンは収穫期のものであったが， 1989年12月下旬の集中豪雨により収穫が遅れていた. さら

に， 1989年12月にマンダカルーを訪れた時は， メロンは]ケ所を除き最後の収穫期で，多くのメロ

ン， トマト熔の後地(畝幅でメロン， トマトを作った後は判断できる)には雑草がはびこっていた.

したがって，全体的にみると土地利用は収穫後地がほとんどを占める結果となった.

注目されるのはマンダカルーの中央部を占めるEMBRAPAの所有地であり， ブドウ，オレンジ，

マンゴ， ピーニャ， イチジクなとの果樹が半分を占め， さながら果樹試験場のようであった. しか

し コロノの土地の果樹はブドウがほとんどで， ココナツが 1ケ所で栽培されていたに過ぎない.

第 2図bは1990年 8月のマンタカルーの土地利用を示したものである.それによるとメロンとトマ

トが土地利用の大部分を占めることがわかる. メロンは収穫の完了したものから本葉が出始めたもの

まで作型が多様であり，年間を通じて栽培されている(写真 3). シy力ノルテCicanor切などのト

マト加工会社との契約栽培による加工トマトは，収穫準備中のものから収穫完了のものまであった.

これは， タマネギでも同様であった. また，一部にみられたピーマンはブラジル日清製粉(Nisshin

Seif un do BrasiDとの契約栽培である.一方， メロンは本来ジュアゼイロの生産市場に出荷される

ものもあるが， タマネギ同様，多くは仲買臨3)に青田売りされる.すなわち，収穫期に業者が市況を

みて労働者をつれてきて一斉に収穫するのである.マンダカノレーでは一般に 1'"'"'4月にタマネギが，

4'"'"'7月にトマト， ピーマン，綿花が，そしてメロンは 1年中栽培される. ともあれ，マンダカルー

を含めるべトロ 1)ーナ・ジュアゼイロ地域では乾季が主要な作物栽培期であり，雨季には緑杷作物や

副次的作物が栽培されるといえよう.
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第2図 マンダカールー農業毘地の雨期(a)と乾季(b)の土地利用

現地調査により作成
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ill-2 ブラジル農牧業試験公社 CEMBRAPA)の役割

国道BR122号線を挟んでベベドウロの反対側に2，700haに及ぶEMBRAPAの広大な土地がある.

ここはセルトンの高度土地利用を呂指して開発されたものである.周知のようにセルトンの伝統的な

土地利用は牧場であるので，その高度化はより支持力の高い牧草の開発にあるといえよう. したがっ

て，その土地の大部分は牧場になっており，カーチンガのままのところも多い.また， j記述のように

El'vlBRAPAはベベドウロとマンタカルーに短期作物と果樹の実験農場をもっている.

ところでCODEVASFは1981年に2，064haを獲得して第 2ベベドウロ CProjetoBebedouro IJ) 

を開発した. この土地は翌年EMBRAPAに移管され，作物の採撞農場になった. 1983年アスブラジ

jレCAsbrasil)社製のセンターピポ yト濯概システム(回転式濯淑施設)が4基導入された. 3基は

それぞれ104ha， 1基は90haで， これがペトロリーナ・ジュアゼイロ地域におけるセンターピボット

の最初の施設となり，後述するように多くのセンターピボ y ト導入の契機となった. このセンターピ

ボ y トに加え，冠水濯j銃Infiltrationによる濯概耕地265haがある.

EMBRAPAの牧場の反対保IJにあり，ベベドウロに続くこの種子農場ではFIを採取するため， ト

ウモロコシが400ha栽培されていた.一般にトウモロコシは12~ 6月に栽培され， 6 ~10月には大豆

C200ha)， フェジョンClOOha)，ソルゴー C25ha)が栽培されるという.センターピボ y ト国場の

一般的輪作体系は， トウモロコシ→フェジョン→ヴィグナあるいは大豆→ソルゴ一線杷という順序で

ある.

このようにEMBRAPAは，本来乾燥地域における土地利用の高度化を狙ったものであるが，ベベ

ドウロ Eの種子生産，ベベドウロ Iの濯滋作物試験地，マン夕、カルーの果樹試験地などにみられるよ

うに，その任務が濯滋農業に移ってきたように思われる.種子の供給と見本菌および技術導入など

で， EMBRAPAは本地域における技術革新の推進者の役割4)を担っているといえよう.

国-3 クラサ入植地と日系人農業

クラサ濯~農業団地が造成される以前から何人かの日系人が独立的にペトロ J) ーナ・ジュアゼイロ

地域に入植しメロンやスイカを生産していた.なかでも，山本 守はサンフランシスコ川のバノレゼ

アであるベルメー J)ョ CVermelho)にファゼンダオーロベルデ CFazendaOuro Verde 1)を購入

し， ブドウの年2回収穫に成功していた. ノルデステのメロンやブドウはこのような日系人の先達を

媒介として， コチア産業組合を通じて販売されていた.

サンパウロ州のコチア産業組合組合員のなかにもブラジル北東部に関心をもっていた者がいた.サ

ンパウロではしばしば霜害や洪水に見舞われるうえ，地価の高鵜で農業経営の規模拡大が困難であ

る.そこでコチア産業組合は，組合員の子弟をサンパウロ州から希望の大地ペトロリーナ・ジュアゼ

イロ地域に移す計画を立てた(コチア産業組合中央会， 1987). 

コチアの入植計画は， 1982年に始まったクラサプロジェクト 15，OOOhaのうち， コチア産業組合が

CODEVASFから約1， OOOhaを一括して借り受け， 1区画(ロッテ)30haを希望者に配耕するとい

うものであった.入植希望者をサンパウロで募り，ある程度の資金をもち，営農経験が豊富で経営能



279 

力が高いというような条件に合う組合員29名が選抜された.彼らはクラサ農業団地の南部地区に入植

し 1983年4月から!}tJ翠事業を開始した5)

耕地は，水路に沿って]戸当たり30ha配分され，そのうち 8haが濯概耕地で、あった.入植目的は

ブドウ栽培であったが，当初はメロン， トマトなどの短期作物が栽培された.かくて1983年にコチア

産業組合はジュアゼイロに事業所を開設するまでになった. 1984年8月下旬に入植問もないクラサ入

組地を訪れたところ，耕地には加工トマトや黄色いバレンシアメロンがたわわに実り，生産力の高さ

を思わせた(写真 4).すなわち，当時トマトは60t/haの収量をあげていたが，現在は肥料を投入

し薬剤を散布しでも30t/haになってしまった，さらに， レタスやタマネギ，キュウ 1)が採種用に

栽培されていた CYamamotoet aL . 1986).一部の耕地にはブドウが栽培されていたが，地下1.5m 

前後に不透水層があるため，山本農場のように大きくならないといっていた.

1990年 l月に再び呂系人のクラサ入植地を訪れると， この 6年間で農業景観は一変していた.水路

脇にはジュレマなどが生え，耕地の一部も放棄されカーチンガに戻っていた. これはこの 6年間でク

ラサ入植地の農業経営の主力が，果菜類からブドウ栽培に変わったためである(写真 5).すなわ

ち，全体的にみるとクラサの日系人入植地では平均 8haのブドウを栽培しそれ以外の耕地を組放

的に利用している. ブドウについでマンゴが多いが， これは放棄されススキの生えていた耕地をここ

1 "-' 2年内に再開墾して植えられたものである.

第 3図は， クラサ入植地のブドウ栽培農家深川氏の土地利用を示したものである. これによっても

ブドウへの生産の集中とかつての耕種地が粗放化したことが判明しよう.また， この農家ではブドウ

¥ 
_- 一~一一、
.一

図ブドウ

白オレンジ

白牧草

日荒地

ロカーテンガ

阻家庭菜富

一一濯概水路

ーーー排水路

--道路

圏住宅

留 農業労働者住宅

巴ポンプ

。
第3国 クラサの日系人農場の土地利用(1990年 1FI) 
航空写真および現地調査により作成

300m 



280 

焔に投入する堆肥用に，家畜に与えるカメルーンという牧草を栽培している.彼の 8haのブドウ栽tffで

も年2[~の収穫を行うために，年間を通じて40名前後の労働者が必要とされる.労働者の多くはセ

アラ州やパライパ州の小農である. したがって，労働者やその家族を治める小屋が存在することになる.

家の周りにはマンゴ，パパイヤ，バナナ， レモン，オレンジ， ピーニャ，アセロラ， タマリンドな

どの熱帯果樹に加え，塩漬けすると梅干しのようになる土着のウンフーの大きな木が植えられてい

た.興味深いのは家庭菜歯の一部にダイコン，ネギ， ゴボウ，ナス，サトイモ， カボチャなどが栽培

されていることである. これらは，サンパウロ州から取り寄せた米での日本式ご飯の米食とともに，

ブラジノレ北東部にあっても日本人のアイデンティティ引を確認するものであろう.

クラサのS系人農業者は労働力雇用の点で、は企業的農場といえよう. クラサ以外でも日系人の企業

的農業者がサリトル地区，マニソバ農業団地， コチア産業組合のジュアゼイロ入植地 CProjeto

Juazeiro)で， 3 %の硫酸カ 1)1疫を散布するマンゴの早期栽培に成功しており， クラサ入植地の

人々とともに本地域の農業経営の模範となった.すなわち， クラサやマニソバの区画に入植したブラ

ジル人のコロノばかりでなく，ベベドウロやマンダカノレーなど既成の入植地や独立農に大きな影響を

与えた.それはコチア産業組合や南伯農業協同組合への加盟者が日系人だけではないことによっても

明らかである.

IV サンフランシスコ川中流域における企業的農場の成長

町一 1 企業的農場の成立と諸類型

本稿では経営面積が300haを越え， 100ha以上の濯紙面積を有する農場を企業的農場と定義してお

こう. しかし この面積以下でも近代的濯概施設であるセンターピボ y トシステムを設置している農

場は企業的農場とした. というのは，センターピボットの設置には一般に銀行の融資が必要であり，

それがまた融資の担保となるからである.

本地域における最初のセンターピボ y トは， 1983年にEMBRAPAの種子農場に設置された.それ

以後今日まで，センターピボ y トは調査地域内で約60基設置された.センターピボソトとは，濯政用

水を円形に回転する中央軸 CCenterPivot，センターピボット〉に供給しそこを中心としてスプ

リンクラーの噴霧機がいくつもついた腕を回転させる濯概施設である. この腕はほぼ50m毎のスパン

で車輪によって支えられている. この車輪のついた榔部をなす三角形の支柱の間にそーターがついて

おり，車軸を動かす(写真6). この機械の制御は，中央軸に取りつけられた配電板や離れたところ

に設置された制御室で行われる.濯iftの範囲は，円形の全面でも一部でも自由に操作できるし，回転

の速度も制御できる.中央軸からの腕の長さが500mのセンターピボットが一般的であり， この場合

の瀧概面積は80ha程度で、ある 7) ちなみに，本地域の最小のセンターピボ y ト園場の面積は12haC半

径200m)，最大の箇場は120haC620m)である.

これらセンターピボ y トを供給する瀧概施設の会社にアスブラジル CAsbrasilNordeste Irrigacao 

Ltda)，カルボルンドン CCarborundumS. A. )， ダンタス CDantaslrrigacao do Nordeste 
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S. A.) という 3つの会社がある. これらはいずれもサンパウロに本社をもっ会社で、ある.アスブラ

ジルは，農業機械の販売会社を代理屈として1975年に既に進出していたが， 1982年に出張所を設置

しカルボルンドンは1989年に出張所を開設している.なかでも， ダンタスは1989年にセンターピ

ボ y トを加工する工場をペトロリーナ工業団地内に設立した.同社はサンフランシスコ川上流域のセ

ラード開発をも見込み，重量のあるセンターピボットの資材を船で上流のイポチラマ Obotirama)

まで輸送し，パへイラス CBarreiras)の新しい濯概農業地域に{共給している.

第3表はペトロリーナ・ジュアゼイロ地域における企業的農場の設立年代，濯紙面積，雇用労働者

数などを示したものである.また，それにはセンターピボットの有無や所有個数も示しである. さら

に，企業的農場の分布は農産加工業の所在地とともに第 4図に示した.それによると，企業的農場の

成立は，サンタテレーザのような現地のファゼンダを除き， 1970年代の初期である. しかも，それら

はワイナリーを有するファゼンダミラノ CFazendal'v:Iilano)や山本農場 CFazendaOuro Verde 

1 ，Ouro Verde rr)のように，サンフランシスコ)11に沿って独立的に進出したものである. これら

のなかには，マンゴ栽培で成功したサリトルの平田農場およびカサノバの大塚農場も入ろう.つい

で， 1980年代の初めには綿花会社であるアルゴデイラサンミゲル CAlgodeiraSao Miguel)の誼営

農場ファゼンタポルトデペドラ CFazendaPorto de Pedra)のように，農産加工会社に関連して設

立された農場が多かった.

しかし企業的農場が最も多く設立されたのは， 1980年代の後半である. これらの企業的農場は，

CODEVASFの農業団地に関連して設立されたものが多い. この例には， クラサ農業団地のフル y

チノール，マニソパ農業団地のマニソバ農業会社， ツーロン農業団地のフルッチバレとアグロバレな

どが主なものである. これらの企業的農場は， CODEVASFの農業団地の企業入植地を 2'"'"'3区画

購入して成立したものや，それらを買収して成立したものが多い.なかでも， ツーロン農業国地のフ

ノレ yチパレとアグロパレは共に5，000haを超える規模である. このことはCODEVASFの入植条件が時

を経るにつれてセルトンのコロノの入植から大規模な農場に移ったこと.つまり企業的農場に有利に

なったことを示唆するものであろう.さらに， ダンCDAN)のようにCODEVASFの農業団地以外の砂

丘地に外国の資本と外国の濯概農業技術による農企業が進出したのもこの時期の特徴であろう.

一般に企業的農場は，センターピボ y トをもつものとそうでないものに分類されよう.センターピ

ボットをもつものは，さらに300ha以上の大規模企業的農場と300ha未満の中規模企業的農場に分類

できょう.大規模企業的農場のうち都市に事務所をもっ農企業は，マニソバ農業株式会社やフル yチ

ノールのように株式組織のもので，南東部やノルデステ海岸部の資本が投資されて設立されたもので

ある. これと類似の形態を採るのが，農産加工工場の直営農場であろう.

一方，中規模企業的農場はこの地方の有力者がCODEVASFのセナドールニーロコエー 1)ョ農業

団地に入植したものが多い. このクラスの企業的農場のセンターピボ yトは，一般に60ha前後で、あ

る. ファゼンダプロドナアグロペクアリア CFazendaProdona Agro Pecuaria)，ボンデスカンソ

CBon Descanso)， ファゼンダマリアダスグラッサスアソーレ (FazendaMaria das Gracas 

Acorre)などがその例であり，今後とも増加するものと思われる.例えばBR407号とセナドール
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第 3表 サンフランシスコ}II中流域における企業農的場の概要

農場名 位置 創立 面積
作物 (ha)

潅紙 労働力 系譜・系列・
トマトメロンブドウマンゴその{由

年 (ha) 
スイカ

方式 ブランド名等

I ASgarnotpa eC114r1a PR/SNC 1960 6100 400 50 140 700 PC(5)/DR 600 Diniz Sa Calval Canti 
Teresa (Transnova etc.) 

日 M. Yamamoto S.Paulo個人
①Ouro Verde 1 SM 1973 1100 70 DRISP 350 
②Ouro Verde II CN 1982 900 110 DRISP/MA 400 Winery Do 

“Vale Dourado" 
田 Milano SM 1974 6200 540 DRISP 1600 Percico Pizzamiglio 

W“Vininehry o da MilarlO" 
一ーー】一一ー ーーーー ー一一一一 一一一一一一一一一一ーー一一ーーーー一一一ー一一一一一 ーー一一一一一一ー一ー

IV EMBRAPA 450 CPATSA 
① PE 1968 2700 牧場

② PR/BE1 1968 70 。 DRISP 野菜試験場

③ PR/MR 1973 60 。。 DRISp 果樹試験場

④ PR/BE2 1982 2000 500 PC (4) 
}一一一一一一一一ー一ー一一一ー一一一一一ーー一一一一

2000 -種Co子nt農ro場l( V Agrovale PR/TR 1980 15000 サトウキビ PC (1) Alagoas) 
7000 IN/LR 5000 Usina Mandacaru 

V1Aigosdae。lm Coats Vyella 
Miguel (イギリス計綿企業)

①Porto de Pedra JZ 1981 420 綿花350 PC (1) 135 

】】ー _@f_Iう竺号s:~!~_~~y_ JZ 1988 780 綿花350 PC(13) 55 
一一ー~一一ー一一一一一一一一一一一一一一

vn Frutinor Grupo OAS 
① PR/CU 1984 780 800 380 40 40 230 DR 300-500 
②F Catalunha SM 1986 7000 1300 。。 PC(15) 300-700 
V盟Frutivale PR/TR 1985 5000 300 380 40 80 700 PC (3) 400-500 Grupo Bompreco 
lX Manicoba Agricola PR/MB 1988 1520 650 52 28 135 PC (5) 110 Grupo Messina 

Cicanorteより購入
X DAN PT 1988 2500 375 100 25 DR 100 -63 Amer. Expl Agrotal 

“Frutab" 
XI Cicanorte PR/SNC 1989 100 14 14 PC (1) つ Cica Sementes 
XlI Costa Pinto PR/SNC 1990 2500 。

PPCC((4l) ) 
つ Costa Printo 

xm Bon Descanso PR/SNC 1970 150 10 34 26 Nei Dantas 
XlV Maria das CODEVASF 
Gracas Acorre 56 。。 PC (1) 7 農業技師

'f:y Barreiro Santa Fe PR/SNC 1986 300 100 PC (2) ワ Oswaldo Coelho 
XVI Agrodona PR/SNC 1989 320 70 PC (1) 60 
XYll Prodona Agro PR/SNC 1989 つ PC (1) 5 Dantas社技師
Pecuaria 

よ仁kコ 計 56000 PC(63) 7000 -11000 

農場名のアラビア数字は第4函に対応する.0:面積不明 F : Fazenda 
濯瓶方式 DR : Drip irrigation (gotejamento) PC : Center pivot SP : Sprinkler 

MA  : Micro Aspersor IN : Inundation LR : Linear 
場所 PT : Municipio Petrolina JZ : Municipio Juazeiro CN : Municipio Casa Nova 
SM : MunicIpio Santa Maria da Boa Vista 
PR/MB: Projeto Manicoba PR/TR: Projeto Tour五o PR/CU: Projeto Curaca 
PR/SNC: Projeto Senador Nilo Coelho PR/MR: Projeto Mandacaru 
PR/BEI : Projeto Bebedouro 1 PR/BE2 : Projeto Bebedouro 2 

聞き取り調査による.
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ニーロコエーリョ農業団地の幹線水路の交点の南東角に位置する107haのファゼンダカンペイ口

CFazenda Campeiro)やサリトルの平田農場も199CYr:日こセンターピボソトを設置する予定だというれ.

一方，センターピボ y トをもたない企業的農場は，センターピボットに頼らない高度な瀧淑農業技

術をもっている場合が多い.例えば、砂地で水耕栽培のような点満濯慨を行うDANはイスラエルの

農業技術を有しており， ブドウやマンゴの栽培における点滴瀧概やホルモン散布なとの農業技術は，

山本，平田，大塚，藤沢のような日系人農場にもみられる.現在でもサンフランシスコ)11流域の風土

に合った新たな作物の摸索など種々の試みをしているのは， 日系人の農場で， 日本の園芸農業の継続

性を感じさせるものがある.

IV-2 企業的農場の経営事例

1 )スーパーマーケットの直営農場(フルッチバレ)

ジュアゼイロからクラサへの道の途中のカーチンガの中にフノレ yチバレCFrutivale，Fruticultura 

Vale do Sao Francisco S. A. )の入口がある. ここをしばらく入ると事務所があり，労働者住宅，

学校がある. フノレ yチバレの農場は力一チンガの中をさらに南に進んだ地区にある. ツーロン農業団

地の幹線水路の西が酉耕区で，その東が東耕区である. この両耕区はジュアゼイロからヒ。ニョンヱス

へ向かう州道235線に接し道路を挟んで南の広大なサトウキピ焔を有するアグロバレと対峠してい

る. フル yチバレの濯紙面積は2，500haで，未開の力一チンガの所有地はサンフランシスコ)11まで達

し総面積は5，000haに上るという 9)

フル yチバレは， ブラジノレjヒ東部のスーパーマーケ y トチェーンであるポンプレッソ CBompreco)

の所有する直営農場である. レシーフェに本社のあるポンプレ yソは， スーパーマーケ y ト166J苫の

他，缶詰・ジュースなどの農産加工会社(パルメイロン， Palmeirom) ，養鶏会社(アピコラポン

プレ y ソ， Avicola Bompreco)およびテレビ会社 CTVJornal do Comercio)を所有する企業グ

ループである.同社は1982年，アルファノル (Alfanor)社からこの土地を購入し， 1985年に農業生

産を開始した.

1990年 1月の雨季の土地利用を示したのが第 5図aである.西耕区には 3つのセンターピボットが

ある. 1つは104haで，後の 2つは78haである.センターピボットにはトウモロコシ 2分の 3，スイ

カ4分の 3，フェジョン 2分の 1が栽培されており，そのほかは耕起中と草地であった. トウモロコ

シは成熟したものと生長中のものがあった. スイカは収穫中と播種中のものであった.各センターピ

ボ y ト画場の間にはブドウ，マンゴ， クリアノ{， イチジクなどの果樹が栽培され，耕起中のところも果

樹が植えられる予定である.センターピボ y トの西側には果樹栽培予定地があり，現在カポエイラに

なっている. BR235号線に援する南側にも果樹栽培予定地があり，一部グアバが植えられていた.

耕起中の一部にはスイカが植えつけられていたので，果樹園になる前はスイカが栽培されるのであろ

う.それは小さなグアバの間作としてスイカが栽培されていたことからも明らかである.

東耕区にはメロン，バナナ，マラクジャが栽培されていた. メロンはセンターピボ y トに適しない

ので，東耕区で栽培するという. メロンは収穫後で草の生えていた臨場と定植したばかりの国場がみ
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(3) 1990~r1 月

(b) 1990年8月

0500 1000 m 
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JしJー凋 「

寸寸f14 一一一 15 i l 16 

r2Zl 6 巴 7
⑨ B 

日 8 己 9
瞳 12

1 トマト 2 :スイカ 3 :トウモロコシ 4 :フェジョン 5 :ソルゴ- 6:メロン 7 :耕起中
8 :収穫後地 9 :荒地 10 :カーチンガ 11 :果樹 U:ブドウ M:マンゴ G:グアノイ B:イチジク

⑩:マラクジャ B:バナナ12:中枢施設 13 :農産加工施設 は:道路 15 :濯翫水路 16 :丘陵

第5図 フルッチパレの雨期(a)と乾季(b)の土地利用

現地調査により作成
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られた. メロンが見えないほど草の生えているところは収穫後地としたが，一部には緑肥作物のタイ

ワンクズが栽培されていた. この東耕区にはツーロンの幹線水路に沿って機械ステーションが設置さ

れている.機械ステーションにはブルドーザー， トラクター， (，荏淑mヒューム管，肥料なとが置かれ
ていた.

果樹の栽培面積はバナナ80ha，マラクジャ50ha，ブドウ40ha，マンゴ 8ha， グアバ 7ha，イチ

ジク 3haで、あるが，将来的には前3者は100ha，後3者は20"-'35ha栽培されることになるという.ま

た， 1989年にはトマトを300ha，メロンとトウモロコシをそれぞれ200ha，スイカを180ha，フェジョン

を220ha，タマネギ50haを栽培したという. これら農産物はポンプレソソのスーパーマーケ y トに出荷

されるが，それは全j苫の需要の 5%に過ぎない.なお，両耕区の濯政用水は幹線水路の南で、取水し，

自然、流下式に濯概される.センターピボ y ト3基はその中心にある制御装置で管理される.

第5図bは， 1990年 8月の土地利用を示したものである.乾季でカーチンガが洛葉しているので，

作物の栽培されている宿場が緑で，濯淑農業の恩恵が強く感じられた.果樹も半年の間に大分大きく

生長していた.熱帯の乾燥地域は水さえあれば優れた農業地域になることが実感された(写真 7). 

果樹の面積が若干広くなっているが，西耕地のセンターピボ y トではトマトが中心であることが判明

した. トマトは生食用と加工用に採取されるのが， この農場の特色であろう.すなわち，ポンプレ y

ソのスーパーに出荷されるものと，系列の加工会社パルメイロンに出持されるものである.前者を採

取した後に，後者が採取される. 1990年 7月にはフル yチバレの農場の入口にパルメイロン社の農産

物の l次加工場が完成し， トマトパルプやマラクジャの濃縮ジュースが製造され，ベロジャルダン

CBelo Jardim)にあるパノレメイロン本社に送られるようになった.一方，東耕地のマラクジャは

荒れていて，メロンも収穫が終わり，播種したばかりのものが多かった.

農場には 4名の農業技術者と 6名の経営管理者がおり，農業労働者は400'""500人に及ぶが，労働者

の3分の lは農場内に居住する家族や単身者である.他の 3分の2はペトロリーナ・ジュアゼイ臼の

市街地や郊外に居住する労働者で，朝晩農場の 6台のトラックで送迎されている.

2 )資本家の農業投資

a) フルッチノール

クラサ入植地の高端の企業入植地にフル yチノーノレ CFrutinorIndustria de Alimentos Ltda) 

がある. フルッチノーノレの所有者はOASグループ CGrupoOAS)で， 日本の小岩井農場のように，

サルバドールで建設業を幅広く営んでいるオリベイラ COliveira)， ショピングセンターを経営する

アラウジョ (Arauj'o)および商業のソアレス CSoares)の3名が出資している合資会社である 10) 

ジュアゼイロに事務所をもつが，本社はサルバドールにある. この会社はパイア州タピラムタ

CTapiramuta)にコーヒープァゼンダを，またバレンサ CValenca)にエピの養殖池をもっている

とし、う.

1983年にCODEVASFから購入し， 1985年に開始したこの農場の面積は780haで，そのうち濯概耕地

は500haである.センターピボ y トが4基あり，いずれも100haの面積なので，果樹などが100ha栽培さ

れていることになる.現地事務所と機械ステーションを中心に，園場は水路をはさみ北と南に別れる.
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センターピボットと南耕地の南部では1989年に加工トマトが700，...__800ha，スイカ280ha，メロン50

，...__ 100ha， トウモロコシ100ha，フェジョン50ha， タマネギ50ha，ニンジン25haの合計'1，200ha以上

栽培されたので，耕地利用率は200%以上となる. また，果樹はマンゴ， ブドウ， レモンがそれぞれ4

Oha， 40ha， 30ha栽培されているという.マンゴやレモンは植えてから 3年目であったが，よく手

入れが行き届いているので，収穫できるまで、に生長していた.

この農場の雨季の土地利用状況を示したのが，第6図aである.それによるとスイカ150ha， トウ

モロコ、ン75ha，フェジョン50ha，空地50ha，ク口 y タラ 1)725haであった.マンゴやレモンの下に

は一部タイワンクズが植えられていた.なお， 1990年 8月の乾季に農場を訪れると，センターピボ y

i、の闘場では， トマトのみが栽培されていた(第6図b). トマトは収穫中のものから植え付けたば

かりのものまであった. トマトは連続出荷で、きるよう 5日毎に 5haず、つ植え付けるのだという.

(3) 1990f!ミ 1月 に一一一 巳}ー一ー一一一件一「

。 1000 m 

圏スイ力闘トマト盟23モロ醐アジョ醐ZWタ目耕起中日収穫後地
果樹 U:ブドウ M:マンゴ L:レモン B:バナナ 瞳管理地区日アグロピラ

~道路 一水路 己カポエラロヵーチンガ

第6図 フル yチノールの雨期(a)と乾季(b)の主地利用

航空写真および現地調査により作成
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なお，非濯概地の一部はCODEVASFのものであるが， IlJ羊の放牧地として利用している.労働

者は前述のフル yチパレと向様，農場の南部のアグロビラに住む農業労働者を除き， トラ yク3台で

ペトロ 1)_ナ・ジュアゼイロから通ってくる.

b)ファゼンダカタルニア

ファゼンダカタルニヤ CFazendaCatalunha)はBR122J;ラをjヒjヒ東にラゴアグランデ CLagoa

Grande) iこ行き，そこからサンタマリアダボアビスタの方向にしばらく進むとファゼンダミラノに

入る道がでてくる.カーチンカ‘の中の赤い泥道を走ると，やっと7，000haの面接をもっファゼンタカ

タルニアに到達する.人口近くのカーチンガも伐採され，火入れされていた.一部伐根されていたと

ころもみられた.そして，小さな丘陵 CSerrada Malhada Real. Serrote da Pitada)を抜ける

と農場の中枢施設である事務所や作業所およびセンターピボットが見え，農場の様子がわかる. ここ

は前述のフノレ yチノールの経営による大農場であり， 1986年に購入して開発が始まった. この大農場

はファゼンダミラノとともに，一部調査地域をはずれるが，本地域ではセンターピボットが15基と最

も多く装備されている農企業なのである.

センターピボットは， 1墓が60haから90haと決して大きいとはし、えないが， ここでは乾季に全て

加工トマトを栽培するところに特色がある(写真 8).私達が訪れた1990年 1月初旬にはスイカが栽

培されていたセンターピボ y ト国土易は 5ケ所で，そのうち 2つにはフェジョンも植えられていた.

フェジョンだけが植えられていたセンターピボットは lケ所のみであった. また， トウモロコシが植

えられていたところは 5ケ所で，そのうち lつはタマネギも植えられていた. さらに緑肥作物のク

ロ yタラ 1)アが植えられていたのは2ケ所のみであったが，他に 2つのセンターピボ y トの一部にも

植えられていた. これらのことは雨季にはトマトの連作障害を防ぐため、禾本科のトウモロコシ 4

1ふ宣科のフェジョン 2Ysおよび緑肥作物で宣科のクロ y タラリ 72%とクリーニング作物が栽培さ

れ，商品作物のスイカは 3%と全体の 3分の l以下に押さえられていることを意味する. さらに各セ

ンターピボ y ト間の三角地には生食用のブドウとマンゴが植えられ，次第にフルッチバレのように果

樹にも力が入れられつつあることがわかる.

ここの労働者は300"'-800人で，機械エンジニアが33人である.作業労働者はサンタマリアダボアビ

スタ，ベルメーリョ， ラゴアグランデから来るという. さらに， ファゼンダカタルニヤでは開墾中の

北部地区に， 10ケ所のセンターピボットを設置するとともに， トマトの加工場を設立する計画がある

(なお， 1990年の 8月には入口の開墾されていた部分にもセンターピボ y トが設置されていた). も

しこれが可能になれば，新鮮な果実を短時間で加工することができ，すぐれたトマトパルプ。の加工場

になろう. これらを濯概する水はサンフランシスコ)11からポンプアップされ，誼径80"'-100cmの

ヒューム管で丘陵の中腹までもっていき，そこから水路で自然、流下式に園場に給水される仕組みと

なっている.また， この農場には大型のトマト自動収穫機が2台導入されているうえ，新しい品種の

トマト栽培や害虫のバイオコントロールなど先進的農業をめざした経営が進められている.

3 )技術型企業的農場

ペトロリーナからカサノバへ向かう州道235号線を20km程行くとダン CDAN)の看板が自に入
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る. DAN (Desenvolvimento Agricola do Nordeste S. A. )は， ノルデステ農業開発株式会社と

訳せるが， これはアメリカンエクスプレス社とブラジルの資本家およびイスラエルの農業管理技術に

よって1988年開始された農企業である.農場はCODEVASFのセナドールニーロコエー I}ョ農業団

地とサンフランシスコ川との間に位置し面積は2，500haで、ある. この農場の用地は殆ど白い砂質土

壌からなるため，サンフランシスコ川に近接しているにもかかわらず，プロジェクトに編入されずに

放棄されていた河畔砂丘上にある. この不毛の大地を選定し，農場を管理しているのは，イスラエル

のテルアビブに本社のあるアグロタル (AgrotaD社である. ここでは，石灰を投入することによっ

てpH4.8-----5. 2の土壌を中和し土壌サンプリングの分析結果によって，窒素，燐酸，加盟などの肥

料分を投与するという，砂漠を克服したイスラエノレの節水濯概農業技術を用いて始めて成立しえた，

本地域における最も新しい型の農企業といえる.

2，500haのうち， 2，000haが濯概されている，濯j銃作物はメロンとスイカそれぞ‘れ300ha，75ha 

で， これが年間畑を変えて移動するので，総計1，500""' 1， 600haとなる.また，加工トマトの栽培は

試験段階であるという.果樹ではブドウが100ha，マンコ。が25ha栽培されている. この他試験的にブ

ドウ，マラクジャ，パパイヤ，イチジクが10ha程度栽培されている.農場の事務所と出荷施設は砂

丘の頂上近くにあり，機械ステーションは入口近くに位置する.

この農場はサンフランシスコ川にまで延びる 2本の濯滋用地をもっているが，濯滋用水はセナドー

ルニーロコエー 1)ョ農業団地の幹線水路から得ている. ここから直径60crnの導水管によって河畔砂丘

の頂稜部にある農場の最高点405mまでもっていき，そこで養分，肥料を混合して農地に点滴方式で

濯概している. 1年生作物には 1日2回，果樹には 1'" 4日に 1自の割合で濯滋される.なお， この

農場で生産された農産物は， Frutabのブランド名で南部の大都市に出荷される.

農業の生産管理は70名の経営・技術員に加え，農場に居住する150名の単身労働者が24時間体制で

当たる. この他ペトロリーナ， ジュアゼイロ，カザノバから500名の農業労働者が必要に応じて雇用

されるので，総計700人になるという 11)

4 )牧畜ファゼン夕、から企業的農場へ

州、i道235号線をペトロリーナからカサノバに向かうとセナドールニーロコエーリョ農業団地が見え

てくる. この道路の北側， この入植地を貫く幹線水路の西でペトロリーナ農業高校の向かいにファゼ

ンダサンタテレーザ (FazendaSanta Teresa)がある. この農場はマッサンガーノ計画以前の1960

年に購入したもので，面積6，100ha'こ及ぶセルトンの伝統的家畜牧場であった.なお， この農場の所

有者はベトロリーナに住むパス会社 (Transnova)の社長である.

1984年にはセンターピボットは見えなかったので， この導入は新しいといえる.事実，濯概農業は

1985年から始めたという. この農場で使う濯概用水は幹線水路から揚水されるつまり， この農場は

近くをセナドールニーロコエーリョの幹線水路が通過したため，そのインフラストラクチャーを巧く

活用して農企業サンタテレーザ農牧会社 CAgropecuariaSanta Teresa S. A. )に成長した農場で

あるといえる.

1990年現在， 80haのセンターピボットが4ヶ所， 104haのセンターピボットが1ヶ所存在し， 1988 
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年ダンタス社のものを導入したという.そこでの栽培作物は， トマト400ha，フェジョン400ha， ト

ウモロコ、ン200haであった.加工トマトはシッカノノレテおよびコスタピントに販売するという. 1990 

年 1月にはトウモロコシとフェジョンが栽培され，一部には緑杷作物のタイワンクズも植えられてい

た.センターピボ y ト以外ではマンゴ190ha，グアバ100ha，ブドウ50haが栽培され，点鴻瀧淑が行

われている.

この農場が前述の新しい企業的農場と異なることは，家畜が多く飼育されていることである.すな

わち，乳牛200頭，山羊10，000頭，羊10，000頭のために3，600haの農地が供され，放牧していない

カーチンガ(禁牧区， Reserva florestal)が1.300haも存在するのである.乳を搾る乳4二や山羊は

搾乳後，放牧地に放され，夕方に戻る(写真 9). これらの家畜を管理するため，農場内に20家族の

モラドールが住んでおり， トマトの収穫期の 6-----7月には600人の労働者が雇用されるという 12) 

町一 3 企業的農場と農産加工業

企業的農場で生産された農産物は，本地域以外の市場に販売されるか，本地域に設立された農産加

工業に販売される.大市場のある南東部の大都市に出荷される作物は，マンゴ， ブドウのような果

実，メロン， タマネギなどのように，ブラジル北東部の乾季を活用し温帯である南部の端境期に出

荷できるものである.なかでも，マンゴやブドウ， メロンは本地域からヨーロ yパ市場にも出荷され

ている.

本地域に立地した農産物加工会社には， ワイナリー，綿花加工， トマト加工，飼料添加物加

工会社などがある.本地域における最初の農産加工業は， ブドウを加工するワイナリーであるが， こ

れはファゼンダミラノ CFazendaMilano)にせよ，山本農場 CFazendaOuro Verde n) にせ

よ，ほとんど直営農場のブドウを処理するので，企業的農場に与える影響は少ない.ツーロンに進出

したサトウキビを栽培するアグロバレの製糖工場マンダカノレー CUsina Mandacaru)も農産加工と

しての役割は農場内に限定されている.また，綿花加工と赤色ピーマンから飼料添加物を製造してい

る加工会社は， もっぱら小規模生産者の生産物に依存している. したがって，本地域の企業的農場が

最も依存するのは， トマト加工の農産加工会社である.

トマト加工会社は， ジュアゼイロにあるシッカノルテ社とペトロリーナの工業団地内にあるエッチ

CETTD社，フルートスドパ‘レ CFrutosdo Vale)社およびコスタピント CCostaPinto)社の 4

社存在する.最初に本地域に進出したトマト加工業は， トマトをトマトパルプ。に加工するシッカノル

テ社で， 1978年のことである(写真10). シyカノ Jレテは当初小農との契約栽培で加工トマトを集荷

しさらに1982年マニソバ農業団地の企業入植地に直営農場を所有してトマトを生産していたが，そ

れは1988年マニソバ農業会社に販売された. シyカノルテ社は，そのマニソバばかりでなく， フルッ

チノールのクラサ農場やファゼンダカタノレニヤからもトマトを集め加工している. このようにシカ〆

ルテ社はトマトを栽培する小農ばかりでなく，企業的農場に強い影響力を有している. さらに，同社

はマニソバ農業包地に種子農場とニーロコエーリョ団地の幹線水路脇に実験農場をもっτいる.な
お，製品のトマトパルプはドラムカンに詰められトラックでサンパウロ州にある親会社の加工場に輪
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送され， ジュース・ソース・ケチャップなどに加工される.

この乾燥地域での品質のよし 1トマトに着呂して， 1984年にエ yチ社， 1986年にフルートスドバレ

社， 1988年にコスタピント社が進出した.製品のトマトパルプは，外国へ輸出されるフルートスドバ

レを除きシ yカノルテ同様，親会社のある南東部に送られる. ところで，サンフランシスコ川中流域

の乾燥地域では，濯概農業を行うことによってトマトをはじめとする農産物は，既成の産地である南

東部の端境期に生産される. したがって，南東部の農産加工資本はここの原料を確保することによっ

て，季節性のある農産加工業の生産を総体として局年化することが可能となるので，子会社を設立し

たといえるだろう.

トマトの果実は収穫されてから短時間のうちに処理しなければならないので， トマト加工場は原料

のトマトを半径80km以内で、集めることが有利である.農産加工会社が原料立地するのは，加工する農

産物を新鮮な内に処理する必要性があるためである.つまり，果実に含まれているビタミンや糖分の

蒸発を少なくするため，収穫してから短時間に加工する必要性があるからである. したがって，原料

の確保を確実にするためコスタピント社はかつてのシッカノルテのように，セナドールニーロコエー

リョ農業団地の南西部に存在した 4つの企業的農場13)を買収し， 2，325haで、トマトの直営を行おう

としている.

一方， 1990年 7月にはフノレyチバレの門口に同系列のパノレメイロン社が設立され，操業を開始した

ように， フルッチノールもファゼンダカタルニア内に直営工場の設置をめざしている. このようにト

マト加工会社は，小生産者との契約栽培ではじまり，次第に直営農場をもつようになり，ついで直営

工場をもつようになっているといえよう.

V むすび

ブラジル北東部の内陸部は半乾燥地域として知られている.本稿で取り上げ‘たサンフランシスコ川

中流域もその例外ではない. ここでは多目的なソブラディーニョダムが建設されることによって護政

農業が大きく進展した. SUVALEやCODEVASFによる農業団地の開発で多くの小農(コロノ)，

中規模農場，企業的農場が設置された.本稿ではその企業的農場に焦点を当て，変化しつつあるセル

トンの農業の一端を明らかにした.

乾燥地域のセルトンでは濯概用水を制御することにより，播種，生長，収穫の時期を自由に変える

ことができる.サンパウ口、リオデジャネイ口へのメロンの出荷から始まった域外大都市指向の商品

生産農業は， ブドウの年2回生産，マンゴの早期出荷とともにヨーロッパ市場の端境期を狙った果実

の海外輸出さえ生みだしている.

この果実生産の発展に日系人が果たした役割は大きい. 日系人のメロン生産はコチア産業組合の販

売網を通じて本地域をパレンシアメロンの産地にした.また， ブドウの年2回栽培の技術を確立し，

多い人は年2.8回生産するまでになった. さらに，マンゴに 3%の硝酸カリ液を散布することによっ

てマンゴの早期開花・収穫技術を確立したのも，日系人とコチア産業組合の協力の賜物である. もち

ろん， これらの成功は農業開発計画を樹立し実施してきた， SUVALEやCODEVASFによるインフ
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ラストラクチャーの整備があって初めて可能になったものである.

これらE系人の成功に鑑み， ブラジルの資本家も農業投資を開始し，メロン， スイカ，加工トマト

などを生産する企業的農場 CIndustrialfarms)を成立させ， ブドウ，マンゴ， レモン， グアベ

イチジクなどの果樹の生産にふみきった. DANのようにアメリカの資本とイスラエルの農業技術

で， これまで見捨てられていた河畔砂丘に成立した企業的農場もある. これらの企業的農場は，平均

80haの濯波面積を有するセンターピボ y ト瀧概システムを導入させた.センターピボットを有する

企業的農場は，そこで加工トマトを中心に上記作物を組み合わせて栽培している.なお， 1983年に

EMBRAPAに初めて 4基導入されたセンターピボ y トは1990年初頭までに60余基に増大した.

このためこの濯概施設を供給する 3社がペトロリーナに事務所を構え， うち一つは組み立て工湯

も設立した.

このような濯翫農業の発展は， ワイナリー，綿花工場，製糖工場， トマト加工工場およびピーマン

の農産加工業を進出させた.なかでもトマトの加工会社は，契約栽培を通じて小農ばかりでなく企業

的農場と深く結び、ついている.センターピボ y トの中心作物は，乾季に栽培される加工トマトであ

る. しかし トマトの収量は連作障害による病気の発生で，年々低下している.そこで， トマト栽j音

者は後作にトウモロコシ， ソルゴーなどの禾本科作物，あるいはフェジョンなどの豆類， さらにはク

ロ y タラリア， タイワンクズなどを輪作体系に組み入れることによって，連作障害の緩和につとめて

いる.

一方，企業的農場の発展は，大きな労働力雇用を生みだした. フル yチパレやフルッチノーノレなど

の企業的農場は少なくとも200人，多ければ500人の雇用を生みだすので，年間2，000人，季節的ピー

ク時には5，000人近くの農業労働者を雇用する結果となる.つまり， 日系人農場を合わせれば，サン

フランシスコ)11中流の 2つの図高IJだけで年間雇用3，200人，季節雇用を含めれば10，000人の雇用を生

みだすことになる. しかも， ブラジル系企業的農場は，ペトロリーナ・ジュアゼイロから農業労働力

を集めるので，ペトロリーナ・ジュアゼイロ地域をブームタウンの様相にしているといえよう.

この小論を，私達を初めてブラジル北東部につれていき，海外調査の興味を引き出して下さった筑波大学の山

本正三先生に，退官を記念、し長年の御指導に感謝して献呈いたします.

なお，本調査は文部省の海外学術調査「ブラジル北東部における土地利用・水利用の変遷と生態系の地域的変

化J(代表西沢利栄)No.63041024の一環として実施したものである.現地ではフルッチパレのManoelElizeu A 

lves氏をはじめフルッチノールのLuizCarlos L. Freire氏およびシッカノルテのJoseGut氏には貴重な資料の

提供を受けた.また， CODEVASFのRaimundoAraujo Costa氏には各プロジェクトの詳細な地図を提供し

て頂き， INTERBAのBerryCorreia Dias氏には航空写真のコピーの許可を受けた. この 2つの資料がなかっ

たら，本研究は不可能であった. さらに，数々の企業的農場の責任者には種々の資料の提供を受けたほか， クラ

サの深)11氏，サリトノレの平田氏など多くの日系人の方々には貴重なお話を賜った. なお，製Ig]は筑波大学の宮坂

和人民にお願いした.以上記して厚くお礼申し上げる.



1) 5つの事業区の事務所は，それぞれミナスジェラ

イス州、iのモンテスクラーロス，バイア計十のサルバ

ドール，ペルナンブコ州のベトロリーナ，セルジッ

ペ州のアラカジュ，アラコアス州のペネードにあ

る.

2 )イタパリカ湖の面積は， 834krrlであるので、パウ

ロアフォンゾの調整地の役割を十分担いうる.な

お，湖畔には7，378家族， 35，905人が移住した.な

かでもベレンジサンフランシスコ CBelemde Sao 

Francisco)郡は，生食用トマトの産地として台頭

してきている.

3 )ジュアゼイロのComercialdo Vale S. A. は，

そうした仲買商の一つであり， メロンとタマネギを

取り扱っている.

4) EMBRAPAより民間の企業的農場の方が，新し

し、技術の導入や研究開発に熱心で， EMBRAPA 

は，本来やるべき仕事をやっていないという批判も

ある.

5 )クラサの日系人入植者深)11嘉一・一彦親子の話に

よる.サンパウロのリンス植民地に入植していた深

川嘉一氏は， コチア産業組合中央会の理事をしてい

たので， このサンフランシスコ川中流域のクラサへ

の入植を積極的に勧めた.なお，同氏は現在でもサ

ンパウロに在住であるが， 3人の患子は，それぞれ

本地域でブドウを中心とした農業を営んでいる.

6 )なお、パレンテは日系人の特色を農具、宗教(家

の中の仏壇など)および社会組織にみいだしている
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7 )センターピボット瀧政システムは， カルボルントー

ン社製の場合， 41m， 48mあるいは51mを]スパン

としそれを接続することによって500m前後の長

い回転半径の腕を作ることができる. この場合の面

積は78.5haで、ある.スパンの長さは，地形条件を

考憲して選択される.一般に， 80----100haのセン

ターピボットが効率的といわれている.

8 )農場主のCampeiro氏からの筒き取りによる.な

お， この農場ではナマズの養殖と加工を行ってお

り， 日本への輸出も計画している.

9 )フルッチパレの営農部長ManoelE. Al ves氏か

らの開き取りによる.

10) フルッチノールのジュアゼイロ事務所の営農部長

J ose Carlos da Baixao氏からの簡き取りによる.

11) DANの農場責任者ChaimPatkin氏による.な

お，同氏はイスラエルのテルアピブに事務所をもっ

農業コンサルタント会社AgrotalLtdの総責任者

でもある.

12) Fazenda Santa Teresa のDinizSa Ca val 

Canti氏からの聞き取りによる.

13) 4つのファゼンダとはFazendaGrebe Agricola 

C245ha)， Fazenda Fare VasfC670ha)， Fazenda 

Taza C500ha)， Fazenda Ascop C920ha)の4t.土

で，全面積は2，335haとなる.また， ここでは濯概

用水は幹線水路からの支線を通じて供給され，セン

ターピボットは3ヶ所である.
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Irrigation Projects and Corporate Agriculture in the 
Middle Sao Francisco Valley， Northeast Brazil 

Isao SAITO. Noritaka Y AGASAKI 

and Hiroaki MARUY AMA 

Rio Sao Francisco， the largest permanent river of Northeast Brazil， has great potentiali-

ties for agricultural development. Particulaly， the middle Sao Francisco valley including 

Petrolina and Juazeiro changed drastically during the 1980' s from traditional sertao， 

charactreized by the cααtingαvegetation and traditionallivestock economy， into productive 

farmland. The nature of such transformation process as well as the type of irrigation 

farming differ substantially from those of the rest of sertao. Here governmental planning 

and supports， an influx of capital， manpower and moden technology， a semi-arid tropical 

climate， and abundant supply of water all the year round all combine to create a gigantic 

oasis often called “Nova California." The region now constitutes a new frontier of Brazil 

together with the Cerrado region. 

The Sobradinho dam completed in 1978 was one of the most. important factors in 

transforming region' s economy， society and landscape. Furthermore， CODEV ASF (Com-

panhia de Desen vol vimen to do Vale do Sao Francisco)， a f ederal organiza tion promoting 

regionl development of Sao Francisco river basin， establishes public irrigation projects by 

purchasing land， constructing irrigation canals and subdividing it into lots. In this area 
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SUDENE CSuperintendencia do Desenvolvimento do Nordeste) and SUV ALE， 

CODEV ASF' s predecessor， started pilot irrigation projects of Bebedouro and Mandacaru 

in the late 1960' s and early 1970' s for settling small farmers called colons， while CODEV A 

SF' s irγigation schemes， including Bebedouro II， Curaca， Maincoba， Tourao， Senador 

Nilo Coelho， and Salitle， have small lots for colons as well as medium to large lots for 

agricultural firms. Colons own five to ten hectares where they cultivate cash crops in-

cluding melons， tomatoes， onions， bell peppers and cotton. However， CODEV ASF' s 

emphasis is increasingly placed on large-scale corporate farming. 

Corporate and industrial farms are diverse in size， management， and ongm. In the 

1970' s and early 1980' s， producers of wine， cotton， and sugar and alcohol came to the region 

to start operation by growing grapes， sugar cane， and cotton in their own farms. From 

the mid 1980' s the number of corporate farms increased substantially as CODEV ASF' s 

irrigation projects became implemented. These farms， typically growing tomatoes， 

watermelons， grapes and mangos， are managed and operated by newly introduced capital 

and technology. Supermarket chain stores of Recife， tomato processing companies from 

Sao Paulo， and non -farming institutional as well as individual investors are owners of 

such large scale farms. Transnational companies also invest in farming operations in 

this area. In addition， some local cattle fazendas adopted intensive crop farming， while 

local capitalists started to invest in agriculature .There are also Japanese-Brazilian 

agriculturists who resettled from the farming regions of Sao Paulo and northern Parana. 

These industrial farms have center-pivot and other types of irrigaiton facilities. Such 

agricultual development attracted agricutural processing industries as well. Both fresh 

produce and processed products are shipped from the region to the domestic as 

well as foreign markets. 

The development of irrigation agriculture changed sertao' s traditional landscape and 

society in the middle Sao Francisco valley. An extensive livestock economy was replaced 

by a new system of land use with greater intensity and variety. With expanded employment 

opportunities， the region's population increased sharply and the twin cities of Prtrolina 

and Juazeiro appear to be boom towns on a frontier. Experiencing rapid development in 

the past decade or so， social， economic and environmental cnsequences need to be further 

and properly evaluated. 



写真1 ソプラディーニョダム (1989年12月)
ダムの下には発電所があり，水は濯紙発電，水量調整などの多目的に使われる.

写真2 '7ンダカル一入植地におけるメロンの収穫(1990年1月)

写真3 メロン焔を馬で中耕するコロノ (マンダカルー農業団地、 1990年8月)



写真4 クラサの入植当初の栽培景一一一 トマト栽培 0984年8月)

トマトはたわわに実り，生産力の高さをうかがわせた.

写真5 クラサの現在の栽培景一一一フドウ栽培 0990年l月)

ブドウはネオマスカッ卜に似た生食用イタリア種が中心

写真6 センターピボ y ド瀧瓶システムの構造 C1990年1月)
ほぼ50m毎に支柱を支える三角の車輪があり，下についた動力で‘車は動く.

濯概用水は中心軸 CCenterpivot)から供給され，腕に取り付けられたスプ

リンクラーで散水される.栽培作物はスイカ



写真7 小山からみたフルッチパレの栽培景 0990年8月)
3つのセンターピボット圃場ではトマトが栽培されていた その聞にはブド

ウ，マンゴ，イ チジク， ピーニャなどの果樹が栽培されている.手前のサボ

テンは斜面に生えるファショエイラ.

写真B フルッチノ ールのファゼンダカタルニアにおけるトマトの収穫 0990年8月)
農業労働者の賃金は詰め込んだ箱数によって支払われる.ここもセンターピボッ

トでγ瑳概されている



写真9 ファゼンダサンタテレーザの牛と山羊群 0990年1月)

かつての牧畜ファゼンダを思わせるこの農場で，朝，乳を搾った後，草をはみに牧場

に向かう牛と山羊群.

写真10 サンフランシスコ川河畔に立つトマト加工工場 (1990年1月)
ジュアゼイロ側のシッカノルテの工場である 対岸(こちら側)のベトロリーナの工

場団地には3つのトマト加工工場がある
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